
都道府県名  京都府

１年 ２年 ３年 特殊学級 計 教員数
4 4 5 2 15
150 138 170 5 463 28

　 　生徒一人一人の実態に応じたきめ細かな指導による「確かな学力」の充実

  　昨年度まで、数学の少人数授業に取り組んでおり、その研究実績があるため。
　全学年・数学

　　中心にした）することで、少人数授業の有効性が高まる。

　構築する必要がある。

○　研究の見通し

○　研究の内容・方法

平
成
16
年
度

・学習SOSチェックシートの活用による生徒理解

  ２．研究内容と方法
　　(1)　実施学年・教科

　　(2)　年次ごとの計画

○　研究の内容・方法

○　研究の見通し

　　ことができる。

　中心にした）することで、少人数授業の有効性が高まる。

　構築する必要がある。

○　テーマ

平
成
15
年
度

・「数学的な見方考え方」を大切にした教材開発

 ・習熟の程度に応じた少人数授業に対応した教材開発（特に、数学的な見方・考え方を

・生徒一人一人の実態に応じるためには、学習面だけでなく、生活面も見据えた取組を

・学力実態を分析、把握することで教材や、指導方法が改善される。

・習熟の程度に応じた少人数授業の実践
・個人学習カルテの作成

・級別プリントの改訂
・課題のある生徒への教材開発
・イーベル法による評価に関する研究

  生徒一人一人の実態に応じたきめ細かな指導による「確かな学力」の充実
○　テーマ

　・級別プリントの改訂
　・課題のある生徒への教材開発
 (3)評価方法の研究開発
　・イーベル法による評価に関する研究
　・CRTとの比較による本校評定の妥当性の検証
　・数学への関心・意欲・態度の評価研究

【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式】（中学校用）

Ⅰ　学校の概要（平成１５年４月現在）

Ⅱ　研究の概要
  １．研究主題

長岡京市立長岡中学校学校名
学　年
学級数
生徒数

  生徒一人一人の実態に応じたきめ細かな指導による「確かな学力」の充実

 ・習熟の程度に応じた少人数授業を追求していくことで、「確かな学力」の充実を図る

・習熟の程度に応じた少人数授業に対応した教材開発（特に、数学的な見方・考え方を

・生徒一人一人の実態に応じるためには、学習面だけでなく、生活面も見据えた取組を

 (1)個に応じた指導方法の工夫改善
　・習熟の程度に応じた少人数授業の実践
　・個人学習カルテの作成
　・学習SOSチェックシートの活用による生徒理解
 (2)個に応じた指導のための教材開発
　・「数学的な見方考え方」を大切にした教材開発



　った。

　向上した。

　された。

Ⅲ　平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
　１　研究の成果

　　(3)　研究推進体制
　

・CRTとの比較による本校評定の妥当性の検証
・数学への関心・意欲・態度の評価研究
・様々な手法による学力実態の分析

・個人学習カルテ作成が、一人一人の学力実態の把握が数学科教員で共通理解することが可能に

・学習SOSチェックシートによって学習に苦戦する生徒の早期発見が可能となった。
・「数学的な見方・考え方」を大切にした教材がいくつか開発され、習熟の程度に応じた授業実

・習熟の程度に応じた少人数授業が生徒たちの中に定着し、生徒の数学への関心、意欲、態度が

・少人数授業や教材開発を通して、学習内容が定着したと見ることが可能な資料が得られた。

関心のあることや、興味のあることが出て
きた。

授業で大切だなと思うことをノートにまと
めた。

１：「はい」　２：どちらかといえば「はい」　３：どちらかといえば「いいえ」　４：「いいえ」
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学校長 教　頭

研究推進委員会

教務主任
少人数加配

学習指導部長
小中連携加配
生徒支援加配
不登校加配

学習指導部

数学部会

生徒指導・教育相談
部



Ⅳ　学力把握のための学校としての取組

Ⅴ　フロンティアスクールとしての研究成果の普及

・統計処理を利用したデータ解析による、少人数授業の有用性の検証並びに生徒実態の把握
・HPの作成による広報、普及活動
・保護者向け少人数授業の授業公開の実施

・教材開発の一層の推進（数学的な見方・考え方及び発展的課題）
・コンピュータソフトを利用した、繰り返し学習による基礎・基本の徹底
・個人学習カルテの充実と有機的な利用方法の研究
・関心・意欲・態度の評価方法のさらなる研究と実践検証

 ２．今後の課題

・先行研究や、大学の先生方を招聘しての研修により、評価に関する理論的な研究が進められ

・CRTと本校評定を比較することにより、本校の評定の妥当性が検証された。
　た。

・数学科授業研究会
　日時：平成16年２月３日(火)
    場所：本校教室、長岡京市教育センター
    対象：乙訓管内小・中学校教職員、山城・中丹管内中学校

    対象：乙訓管内小・中学校教職員代表、管内市町担当指導主事、教育局担当指導主事

　　日時：平成16年２月２日（月）

    対象：乙訓管内小・中学校教職員、教育局担当指導主事

・乙訓地区学力向上推進協議会　学校別

    場所：長岡中学校

　

・教研式標準学力検査（CRT・NRT)の実施
・２年生において学力診断テストの実施（府下全域）
・国立教育政策研究所実施の教育課程実施状況調査の問題を利用しての比較

・第３回乙訓地区学力向上推進協議会での研究報告
　　日時：平成15年11月10日（月）
    場所：乙訓教育局

習熟度別Ⅱ観点分析
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習熟度別Ⅲ観点分析
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習熟度別Ⅳ観点分析
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                              保健体育    　 その他
  【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】      　有       無

                              外国語      　   音楽　　　   美術  　　技術・家庭

                             １３～１５学級       　  １６学級以上
    【指導体制】     少人数指導           　　Ｔ．Ｔによる指導
                                その他
    【研究教科】    国語         　　社会    　　  数学       　理科

    【新規校・継続校】       １５年度からの新規校       １４年度からの継続校
    【学校規模】   ３学級以下             　　４～６学級
                             ７～９学級         　　　１０～１２学級

　◇　次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること。（複数チェック可）
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